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1.

⑴　水道事業の沿革

しかし、近年における給水量の鈍化や、北千葉広域水道企業団との受水に関する覚書の変

更等に伴い、平成16年度に給水計画を見直し、平成17年に給水計画及び目標年次を平成26年

度と定め、給水人口を199,800人、一日最大給水量を72,800立方メートルとする認可変更を行

いました。また、平成23年度には取水地点変更の認可取得を行い、一日最大給水量を68,900

立方メートルに変更しました。

水 道

本市の水道事業は、地下水を水源として昭和40年３月26日に認可を受け、昭和40年度から

昭和42年度までの３か年継続事業として整備を実施し、昭和42年４月１日から中央浄水場の

一部完成により供用を開始しました。

その後、人口急増に合わせ昭和42年度から第１次拡張事業を、昭和46年度から第２次拡張

事業を推進し、八千代台、勝田台、米本、高津の各浄水場を整備してきました。

第１次拡張事業では、千葉県住宅供給公社が昭和31年から経営してきた八千代台地区上水

道を統合するとともに、勝田台団地内に浄水場を新設しました。また、第２次拡張事業では、

昭和45年度に設置した米本地区上水道を統合するとともに、高津団地内に浄水場を新設し、

計画給水人口を100,000人、一日最大給水量を40,000立方メートルとしました。

拡張事業では、千葉県による地下水の採取規制の検討がされ、将来の水需要の増加を考慮

した安定給水対策が急務となり、北千葉広域水道企業団による用水供給事業が発足しまし

た。

この企業団の発足に伴い、昭和48年度から第３次拡張事業に着手し、睦浄水場、村上給

水場、萱田給水場を整備しました。その後、東葉高速鉄道が開通したことにより人口の増加

が予想されたことから、平成９年３月31日に第３次拡張事業の変更認可を得て、目標年次を

平成19年度と定め、給水人口を205,100人、一日最大給水量を81,800立方メートルとする第３

次拡張変更事業に着手しました。

第３次拡張変更事業の主な内容としては、水道事業経営の効率化を図るため、中央浄水場

の統廃合を目的に、萱田給水場にろ過装置を築造し、平成18年度から萱田浄水場として運用

しています。

また、老朽化した各浄・給水場の改良を計画的に行うこととして、勝田台浄水場施設改良

工事を２か年継続事業で行い、平成20年度に完了、更に西八千代北部地区への給水区域の拡

大等を図るため、睦浄水場施設改良工事を３か年継続事業で行い、平成23年度に完了しました。

本市の水道普及率は99パーセントを超えており、拡張から改良の時代へと移ってきてい

ます。現在、配水管改良事業も進めており、石綿セメント管更新事業では、安定給水を図る

ため、残存している石綿セメント管を耐震性等に優れたダクタイル鋳鉄管へ布設替えを実施

しています。

その他、睦浄水場と村上給水場を結ぶ、睦系村上給水場線送水管の宮内水管橋の老朽化及

び耐震診断の結果を踏まえ、災害時の安定供給を保つため、平成22年度から３か年継続事業

として水管橋の架け替え工事を実施しました。また、平成24年度から今後15年間の事業実施

の基本方針となる「八千代市水道事業第２次長期基本計画」がスタートしています。

なお、平成25年１月に災害時における初期応急飲料の給水源として、緊急用貯水槽（容

量：100立方メートル）を勝田台中央公園整備地内及び西八千代調理場敷地内に設置しました。
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⑵　拡張事業の概要

 

⑶　組　　織 (平成26年4月1日現在）

　

　 次　長　

　

　

※平成18年4月より上水道部門と下水道部門を組織統合

村 上 給 水 場

計 画 班

建　設　課

建 設 班

施 設 班

維持管理課 維 持 班

経 理 班

給 排 水 班

給排水相談課

業 務 班

事業管理者 局　長 次　長

経営企画課

総 務 企 画 班

81,000 81,800 72,800 68,900
 一日最大
 給水量（㎥）

5,000 15,000 6,000 40,000

199,800

 一人一日最大
 給水量（ℓ）

250 250 350 400 500 399 364 361

162,000 205,100
給 水 人 口
( 人 ）

20,000 60,000 17,000

目 標 年 次 ― ― ― ―

100,000

平成
  10. 3

― ―

199,800

平成
 27. 3

平成
  26年度
平成
  26年度

―

竣 工 年 月
昭和
  42.12

昭和
  46. 3

昭和
  46. 3

昭和
  50. 3

平成
 17. 4. 1

平成
 23. 4.22

着 工 年 月
昭和
  40.12

昭和
  42. 4

昭和
  45. 9

昭和
  46. 4

昭和
  48. 4

平成
 10. 4

平成
 17. 4. 1

平成
 23. 4. 1

第 ３ 次
拡 張 変 更

第 ３ 次
拡 張 変 更

第 ３ 次
拡 張 変 更

認 可 年 月 日
昭和
 40. 3.26

昭和
 42. 3.31

昭和
 45. 8.31

昭和
 46. 3.31

昭和
 48. 3.31

平成
  9. 3.31

事 業 名 創 設
第 １ 次
拡 張

米 本 地 区
第 ２ 次
拡 張

第 ３ 次
拡 張

平成
  19年度

平成
  26年度
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⑷　水道事業の状況

①　給水普及状況 　

区分

年度

23 192,884 191,073 99.1

24 192,951 191,140 99.1

25 193,332 191,552 99.1

②　給水の状況

19,301,287 ㎥ 19,068,901 ㎥

18,504,577 ㎥ 18,362,047 ㎥

95.9 ％ 96.3 ％

60,186 ㎥ 60,653 ㎥

52,736 ㎥ 52,244 ㎥

315 ℓ 317 ℓ

275 ℓ 273 ℓ

③　受水量の状況

19,301,287 ㎥ 19,068,901 ㎥

8,715,954 ㎥ 8,975,252 ㎥

10,968,193 ㎥ 10,350,079 ㎥

19,684,147 ㎥ 19,325,331 ㎥

28,900 ㎥ 28,900 ㎥

年 間 総 給 水 量

年 間 受 水 量

年 間 取 水 量

受水量・取水量合計

契約受水量(一日最大)

一人一日平均給水量

年度
23 24

18,853,023 ㎥

8,739,267 ㎥

10,389,342 ㎥

19,128,609 ㎥

28,900 ㎥

25
区分

一人一日最大給水量

 

年度
23 24

18,853,023 ㎥

18,335,745 ㎥

97.3 ％

57,833 ㎥

51,652 ㎥

302 ℓ

270 ℓ

25
区分

年 間 給 水 量

年 間 有 収 水 量

有 収 率

一 日 最 大 給 水 量

一 日 平 均 給 水 量

行政区域内人口 給 水 人 口 普 及 率

　Ａ　（人） 　Ｂ　（人） 　　 Ｂ/Ａ　（％）
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④　用途別件数、使用水量及び水道料金

76,867 件 77,473 件

一 般 76,777 件 77,385 件

集 合 住 宅 90 件 88 件

1,347 件 1,344 件

91 件 91 件

84 件 84 件

3,305 件 3,325 件

81,694 件 82,317 件

16,167,110 ㎥ 15,783,017 ㎥

一 般 15,962,902 ㎥ 15,595,419 ㎥

集 合 住 宅 204,208 ㎥ 187,598 ㎥

776,878 ㎥ 755,721 ㎥

545,141 ㎥ 478,752 ㎥

252,941 ㎥ 565,619 ㎥

761,938 ㎥ 777,314 ㎥

18,504,008 ㎥ 18,360,423 ㎥

2,335,073,929 円 2,228,531,927 円

一 般 2,286,560,469 円 2,180,308,112 円

集 合 住 宅 48,513,460 円 48,223,815 円

222,558,632 円 215,542,430 円

120,393,902 円 107,005,607 円

92,051,250 円 207,711,368 円

211,740,371 円 219,196,130 円

2,981,818,084 円 2,977,987,462 円

⑤　配水管等布設状況

639,726.60 ｍ 649,929.70 ｍ

21,558.00 ｍ 21,558.00 ｍ

661,287.60 ｍ 671,487.70 ｍ

2,077 基 2,092 基

導水管布設延長

計

消 火 栓 設 置 数

年度
23 24

655,536.30 ｍ

21,558.00 ｍ

677,094.30 ｍ

2,100 基

25
区分

配水管布設延長

計

水

道

料

金

家 庭 用

内
訳

営 業 用

学校・幼稚園等

工 場 用

そ の 他

計

工 場 用

そ の 他

計

使

用

水

量

家 庭 用

内
訳

営 業 用

学校・幼稚園等

工 場 用

そ の 他

給

水

件

数

家 庭 用

内
訳

営 業 用

学校・幼稚園等

年度
23 24

78,680 件

78,599 件

81 件

1,333 件

95 件

84 件

3,458 件

83,650 件

15,829,109 ㎥

15,647,165 ㎥

181,944 ㎥

749,538 ㎥

499,495 ㎥

446,711 ㎥

810,539 ㎥

18,335,392 ㎥

2,244,750,972 円

2,198,175,800 円

46,575,172 円

213,283,441 円

111,239,262 円

163,923,370 円

228,556,147 円

2,961,753,192 円

25
区分
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①　水道料金

基本料金

従量料金

　１㎥から１０㎥までの１㎥につき

　１０㎥を超え２０㎥までの１㎥につき

　２０㎥を超え３０㎥までの１㎥につき

　３０㎥を超え５０㎥までの１㎥につき

　５０㎥を超え１００㎥までの１㎥につき

　１００㎥を超える１㎥につき

使用水量１㎥につき

使用水量１㎥につき

使用水量１㎥につき

使用水量１㎥につき

浴場営業用 40 円

共 用 40 円

工事及び臨時用 350 円

専

用

240 円

290 円

350 円

共同使用の場合にあっては、各世帯の使用水量は等量とみなし、
その使用水量に１㎥未満の端数を生じたときは、この端数をいず
れかの世帯の使用水量に加えるものとする。

行政財産用 110 円

一
　
 
般
　
 
用

40 円

75 円

145 円

　　専用給水装置の共同使用（会社、工場等及びこれらの職員住宅、飯場等を除く。
　以下同じ。）の場合にあっては、１世帯について490円とする。

種　別 用　　　途 使　用　水　量　（１月につき）
従量料金

(1月につき）

40ｍｍ 7,400 円
250ｍｍ以上 管理者が別に定める金額

50ｍｍ 12,700 円

25ｍｍ 2,320 円 150ｍｍ 185,000 円

30ｍｍ 3,600 円 200ｍｍ 383,000 円

13ｍｍ 490 円  75ｍｍ 33,800 円

20ｍｍ 1,370 円 100ｍｍ 68,600 円

⑸ 水道料金等

　料金は、基本料金と従量料金の合計額に100分の108を乗じて得た額とする。

　（現行水道料金　平成26年４月１日実施）

メータの口径 基本料金(１月につき) メータの口径 基本料金(１月につき)
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②　給水申込納付金

（現行給水申込納付金　平成26年４月１日実施）

③  手数料

（現行手数料　平成10年4月1日実施）

①　施設の概要

 地下水

 一部受水

 深井戸7井

 地下水

 一部受水

 深井戸3井

 地下水

 一部受水

 深井戸6井

 

勝
田
台
浄
水
場

 勝田台3-2-1 3,188.74
 昭和
 44年11月1日

5,250  

米
本
浄
水
場

 米本
　1434-1,2

4,205.19
 昭和
 45年9月1日

6,000

水  源 備　　　考

八
千
代
台
浄
水
場

 八千代台西
        7-2

4,982.09

 昭和
 42年4月1日
（買収により
  統合）

9,930  

指 定 給 水 装 置 工 事
事 業 者 の 指 定

１件につき40,000円

⑹　浄・給水場

所　在　地
敷地面積
　　(㎡)

供給開始年月
給水能力
    ㎥/日

手 数 料 の 種 別 内　　　　　容

設 計 審 査 １回につき 1,000円

給 水 装 置 工 事 検 査 １回につき 1,000円

30ｍｍ 723,600 円
150ｍｍ以上

断面積を基礎として
管理者が定める額40ｍｍ 1,296,000 円

20ｍｍ 255,960 円 　75ｍｍ 4,536,000 円

25ｍｍ 399,600 円  100ｍｍ 7,668,000 円

メータの口径 給水申込納付金 メータの口径 給水申込納付金

13ｍｍ 108,000 円 　50ｍｍ 1,944,000 円
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◦

②　給水量

㎥

㎥ ㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

萱 田 浄 水 場 4,385,460 ㎥ 4,306,405

計 19,301,287 ㎥ 19,068,901

3,420,505 ㎥ 3,287,372

睦 浄 水 場 1,767,972 ㎥ 1,779,554

村 上 給 水 場 4,028,985 ㎥ 4,032,747

太陽光発電システム

高 津 浄 水 場 3,528,391 ㎥ 3,524,244

米 本 浄 水 場 965,766 ㎥ 961,952

勝 田 台 浄 水 場 1,204,208 1,176,627

八 千 代 台 浄 水 場

年　度 
23 24

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

㎥

4,348,253

18,853,023

3,209,025

1,806,356

3,908,601

3,464,760

960,975

1,155,053

25
 浄水場名等

 深井戸６井

萱
田
浄
水
場

 ゆりのき台
     7-11,12

8,022.30
 平成
  6年4月1日

12,200

 地下水

 一部受水

 深井戸３井

◦
◦

◦

◦

◦

有人
電話回線(簡易テレ
メータ)を通じ全浄
水場を監視
遠方監視制御装置に
より睦浄水場を監
視、制御
光ファイバー回線で
６浄水場の監視
カメラ画像を監視

睦
浄
水
場

 島田台797-2 14,911.19
 昭和
 51年6月1日

34,420

 一部地下水

◦ 太陽光発電システム
平成26年3月設置  受　水

村
上
給
水
場

 村上1157-1 4,514.42
 昭和
 51年4月1日

15,700  受　水

備　　　考

高
津
浄
水
場

 高津832 2,225.00
 昭和
 47年4月1日

9,600

 地下水

  一部受水

 深井戸9井

所　在　地
敷地面積
　　(㎡)

供給開始年月
給水能力
    ㎥/日

水  源
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2.

⑴　下水道事業の沿革

　

また、集中改革プランに地方公営企業の経営健全化として位置づけ、平成18年４月から上水道

と下水道部門を組織統合し、上下水道局といたしました。平成20年４月から事業の健全性の確保

及び経営の基盤強化を図るため、地方公営企業法の全部適用を行い企業会計に移行しました。

　下水道使用料については、近年の少量使用者の増加や節水型社会への対応を目的として、平成

24年４月から基本水量制を廃止し、10㎥以下についても使用水量に応じた料金とする改定を行い

ました。

公 共 下 水 道

本市の公共下水道は、昭和42年に千葉県の住宅供給公社が行った勝田台団地の造成に併せて事

業に着手いたしました。

その後、昭和47年に下水道を印旛沼流域関連公共下水道事業として計画決定し、整備を進めて

おります。

印旛沼流域下水道については、千葉県が事業主体となり、印旛沼や周辺河川の水質汚濁防止や

地域の生活環境の向上と沼の水質保全を図る目的で、印旛沼周辺の13市町の計画区域 29,671 ha

の生活排水や工場排水を集め、千葉市の花見川終末処理場と花見川第二終末処理場において処理

し、東京湾に放流しています。

公共下水道は、分流式を採用し、全体計画として市街化区域及び将来市街化が予想される区域

として、八千代市の総面積56％にあたる 2,860.5 haについて、平成36年度の完成を目標に事業を

進めております。

　汚水管渠整備事業は、市街地の生活環境の改善を目的として、主に市街化区域内の

2,105.5haについて事業認可を受けて、現在整備を進めており、平成25年度末の整備状況は、

1,856haが整備完了しております。現在は、西八千代北部特定土地区画整理事業地内の汚水整備

を進めており、平成25年度末の下水道普及率は91.6％となっております。

　また、雨水管渠整備事業については、主に流末となる幹線の整備を進めており、花輪１号幹

線、芦太雨水２号幹線、須久茂雨水１号幹線、八千代２号幹線などが完成し、平成25年度末の

整備状況は、事業認可区域面積1,930.6haのうち、1,135haが整備済となっています。

　なお、八千代１号幹線バイパスが平成13年３月に完成し、習志野自衛隊演習場脇の調整池な

どの補完施設整備も行ってまいりました。現在は、八千代１号幹線の浸水対策を進めるととも

に、大和田新田地区、西八千代北部特定土地区画整理事業地内の雨水整備を進めております。
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⑵　公共下水道全体計画

2,860.5ha 

214,600人

分流式

505億円　

①　生活汚水量　　営業汚水量含む（全体計画）　

②　印旛沼流域関連公共下水道事業普及計画表

(人) 177,071 214,600

水洗化人口 (人) 175,112 214,600

種 別 平成25年度（実績） 平成36年度(全体計画)

流域関連公共下水道

整 備 面 積 (ha) 1,856.21 2,860.5

整 備 人 口

合 計 2,860.5 214,600 65,460 86,920 130,910

佐 山 88.0 2,360 720 960 1,440

津 金 113.0 2,330 710 940 1,420

吉 橋 229.0 12,330 3,760 5,000 7,520

石 神 189.5 17,440 5,320 7,060 10,640

鷹 の 台 1.0 70 20 30 40

八 千 代 755.0 75,960 23,170 30,760 46,340

萱 田 町 36.0 3,410 1,040 1,380 2,080

萱 田 384.0 31,640 9,650 12,820 19,300

北 部 283.0 15,130 4,620 6,130 9,230

島 田 台 45.0 1,040 320 420 640

上 高 野 201.0 6,200 1,890 2,510 3,780

江 東 536.0 46,690 14,240 18,910 28,480

計画人口
　　(人)

生 活 汚 水 量（㎥/日）
備 考

日 平 均 日 最 大 時間最大

計 画 面 積

計 画 人 口

排 除 方 法

概 算 事 業 費

処理分区 計画面積
　　(ha)
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⑶　公共下水道事業の経過

　 62.10
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得(八千代、江東、萱田、上高野、鷹
の台、萱田町、佐山)7処理分区1,533ha、計画処理人口130,910人、江東処理分
区18ha、佐山地区45haを追加、八千代処理分区から萱田町処理分区36haを分割

61. 9

流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（八千代、江東、萱田、上高野、鷹
の台）５処理分区 1,470ha
計画処理人口145,920 人
（上高野地区67haを追加、八千代処理分区から鷹の台処理分区として分割）

 62. 8 流域関連公共下水道都市計画決定の変更　幹線ルートの変更

55. 8
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（八千代、江東、萱田）３処理分区
1,402ha
計画処理人口142,580 人（勝田台1,2,7 丁目を流域関連公共下水道に編入）

58. 1
流域関連公共下水道都市計画決定の変更
八千代都市下水路を公共下水道雨水幹線、八千代１号幹線に決定
萱田南汚水幹線を追加決定する。

53. 7 流域関連公共下水道都市計画決定（追加）（計画処理区域 1,845ha）

54.12
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（八千代、江東、萱田）３処理分区
1,355ha、計画処理人口135,180 人

50.10 水洗便所改造資金貸付条例制定

50.12 八千代処理分区の一部供用開始

48. 9
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得
（八千代第１、八千代第２、江東）３処理分区719ha、計画処理人口89,400人

50. 1 流域関連公共下水道供用開始

47. 7
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得
（八千代処理分区 448ha、計画処理人口 32,700人）

48. 4
都市計画下水道受益者負担に関する条例制定
八千代市下水道運営審議会設置

46.12 公共下水道基本計画策定

47. 3 流域関連公共下水道都市計画決定（計画処理区域 1,788ha）

43.12 印旛沼流域下水道事業着手（事業主体　千葉県）

年   月 内　　　　　　　　　　　　　　容

昭和 43.10
勝田台公共下水道供用開始（処理区域 120ha、処理人口 16,500人）下水道条
例制定
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20. 7
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（石神処理分区の幹線の追加並び
にルートの変更、石神第1、第2、第3排水区の幹線の追加並びにルートの変
更、雨水排水区界並びに雨水放流量の変更）

23. 3

流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（八千代、江東、萱田、上高野、
鷹の台、萱田町、佐山、吉橋、北部、石神）10処理分区 2,105.5ha、計画処
理人口186,110人（吉橋処理分区 91.0haの追加）認可年度の延伸（H28.3.31
まで）

18. 3
流域関連公共下水道計画変更認可取得（八千代、江東、萱田、上高野、鷹の
台、萱田町、佐山、吉橋、北部、石神) 10処理分区 2,014.5ha、計画処理人
口162,700人(石神処理分区140.5haの追加）認可年度の延伸(H23.3.31まで）

19.11 流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（黒沢排水区の幹線ルート変更）

16. 3
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得
（米本排水区の幹線ルート変更）

17.12 八千代都市計画下水道(八千代市第1号公共下水道）の変更

13. 3
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（八千代、江東、萱田、上高野、
鷹の台、萱田町、佐山、吉橋、北部、石神)10処理分区 1,866ha、計画処理人
口 179,910人の認可年度の延伸（H16.3.31まで)

14. 6

流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（八千代、江東、萱田、上高野、
鷹の台、萱田町、佐山、吉橋、北部、石神) 10処理分区 1,874ha、計画処理
人口161,700人（萱田処理分区 3ha、上高野処理分区 3ha、吉橋処理分区 2ha
の追加）認可年度の延伸（H20.3.31まで）

 8. 3

流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（八千代、江東、萱田、上高野、
鷹の台、萱田町、佐山、吉橋、北部、石神)10処理分区 1,866ha、計画処理人
口 179,910 人（江東処理分区 109ha、北部処理分区20ha、萱田処理分区７
ha、吉橋処理分区11haの追加）

 9. 3 勝田台単独公共下水道区域（73ha）を流域下水道に接続替

 7. 3
流域関連公共下水道都市計画決定の変更（区域及び幹線管渠の変更）（計画
処理区域 1,990ha）

 7. 8
流域関連公共下水道都市計画決定の変更（区域及び幹線管渠の変更）（計画
処理区域 2,063ha）（勝田台3、4、5、6丁目を流域関連公共下水道に編入）

 5. 2
流域関連公共下水道都市計画決定の変更
（芦太排水路の計画決定並びに幹線ルート変更）

 5. 2
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（北部処理分区45haの追加及び計
画処理人口の追加並びに認可年度の延伸）計画処理人口 150,241人

平成  3. 2
流域関連公共下水道都市計画決定の変更（北部ポンプ場位置及び幹線管渠
ルート）

 3. 7
流域関連公共下水道事業計画変更認可取得
（北部ポンプ場位置変更及び幹線管渠ルート変更）、計画処理人口150,120 人

63. 8

流域関連公共下水道事業計画変更認可取得（八千代、江東、萱田、上高野、
鷹の台、萱田町、佐山、吉橋、北部)9処理分区1,674ha、計画処理人口
147,640人（吉橋処理分区87ha、北部処理分区59haの追加、八千代処理分区か
ら吉橋処理分区へ５haを分割）

年   月 内　　　　　　　　　　　　　　容

昭和 63. 3 流域関連公共下水道都市計画決定の変更（追加）（計画処理区域 1,937ha）
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⑷　公共下水道事業の状況

(A)

(B)

 

⑸　印旛沼流域下水道

・

・ 29,671 ha

・ 143万人

　 ・ 838.19千㎥／日（日最大）

・ 分流式

・ 221.0 ㎞

・ 処   理 　場

・ 中継ポンプ場

・ 3,870 億円

・ 昭和49年４月

・

下
水
道

維 持 管 理 費

流域関係市町、各汚水排水量に応じて千葉県へ負担金として納付

１㎥当たり55円

排 除 方 法

計画管渠延長

花見川終末処理場、花見川第二終末処理場

八千代ポンプ場ほか10か所

事 業 費

供 用 開 始

3

計画処理水量

管路延長 606,258 ｍ 617,460 ｍ

水 洗 化 戸 数 74,738 戸 74,733 戸

　印旛沼流域の急激な市街化に対応し生活排水による公共用水域の汚濁を防止して、貴重な

水資源の確保並びに生活環境の向上を図ることを目的に、流域関係13市町と千葉県の共同事

業として、千葉県が事業主体となり、昭和43年度から建設が開始され、平成29年度完成を目

標に鋭意、事業を推進中です。

計画処理区域関連市町

八千代市、佐倉市、成田市、四街道市、八街市、印西市、白井市、酒々井町、富里市、

千葉市、船橋市、鎌ケ谷市及び習志野市の12市１町

排 水 面 積

計画処理人口

192,951 人

施
　
設

ポンプ場 3

91.8 ％

有 収 水 量 17,391,828 ㎥ 17,190,157 ㎥

汚    水    量 21,392,077 ㎥ 20,571,397 ㎥

普 及 率 (A/B)　 91.9 ％

整 備 面 積 1,824.50 ha 1,845.15 ha

処 理 面 積 1,824.50 ha 1,845.15 ha

処理人口 177,330 人 177,145 人

行 政 区 域
内 人 口 192,884 人

年　　度 23 24

市 域 面 積 5,127    ha 5,127    ha

3

626,109 ｍ

75,263 戸

193,332 人

91.6 ％

17,278,720 ㎥

20,784,624 ㎥

1,856.21 ha

1,856.21 ha

177,071 人

25

5,127    ha
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⑹　下水道使用料算定表（1月につき・税込み）

⑺　施設の概要

⑻　下水道事業受益者負担金

⑼　水洗便所改造資金貸付制度

・ 貸付額及び償還

　１くみ取り口につき30万円以内、36か月償還

・ 利　　子

　無利子

・ 借受人の資格

 

・ 連帯保証人の資格

　原則として市内に居住する満20歳以上の者で、独立して生計を営んでいる者。

　市内に居住する者で市税、下水道事業受益者負担金、下水道使用料を滞納していない者

で、１名の連帯保証人がある者。

北部汚水中継ポンプ場

※ただし、平成25年6月に施設廃止

※

 八千代市米本1359-3 2,946.8㎡ 平成5年4月1日 6.9㎥/min

負 担 金
　八千代負担区　　１㎡当たり　　　179 円
　村上負担区　　　　　〃　　　　　240 円
　そ　の　他　　　　　〃　　　　　308 円

賦 課 時 期
当該年度の事業施工予定区域に対して、賦課対象
区域公告後に賦課

納 入 方 法 　 ３年分割　　年４回

　下水道法の規定による処理区域内において、既設の便所を水洗便所に改造する者及び同

法の規定による排水設備を設置する者に対して資金の貸し付けを行うため、昭和50年度に

制度化しました。

村上第１汚水中継ポンプ場  八千代市村上1234 2,049.5㎡ 昭 和 51 年 4 月 3.6㎥/min

村上第２汚水中継ポンプ場  八千代市村上南3-10-1 2,981.7㎡ 昭 和 51 年 4 月 12.1㎥/min

浴場営業用 １㎥につき 12円96銭

所 在 地 敷地面積 供用開始年月日 揚水量

50㎥を超え100㎥まで 257円 4 銭

100㎥を超えるとき 336円96銭

一　般　用 577円80銭　

10㎥まで 32円40銭

10㎥を超え20㎥まで 103円68銭

20㎥を超え30㎥まで 133円92銭

30㎥を超え50㎥まで 187円92銭

料金
基　本　料　金

従　量　料　金

用途 排 除 汚 水 量 料金(１㎥につき)


